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ドキュメンタリーを月2 ～ 3 回ゴールデンタ
イムに放送するという民放ローカル局では異
例の取り組みを継続，16年にはギャラクシー
賞の大賞にも選ばれた。また，名古屋市の東
海テレビは，番組として放送したドキュメン
タリーを映画化し，全国で公開，興行収入面
で成功した作品も複数出てきた。さらに，独
立局のKBS京都は会社更生法で再建を進め
る中，地元京都を素材にした番組を多数制作
し，国内外への番組販売につなげたほか，独
立局 6 局が参加する番組の共同制作機構を主
導し，共同制作による映画も手がけ，今では
キー局の系列にある民放ローカル局も共同制
作に参加するようになった。

これらの局は，地元情報を発信するという
民放ローカル局の原点に回帰しつつ，収益も

 はじめに

民放ローカル局発の番組が注目されている。
もともと民放ローカル局は，地域情報の発信
を通じて，地域性の実現を謳っていた。しか
し，「キー局の番組を放送したほうが収益に
つながる」という実態があることから，地域
性が見えにくくなっている局もある。実際，
経済規模の小さい地域に位置する民放ローカ
ル局にとって，自社番組の制作とそれにかか
る費用は大きな負担である。それでも意欲的
な民放ローカル局の中から，自社制作番組が
話題を集め，存在感を高める局が複数出てき
ている。

このうち，岡山市の山陽放送は2012年か
ら，地元が抱える問題を題材にした1時間の

“地域性”に回帰する
民放ローカル局の可能性

メディア研究部   関谷道雄　

地域情報の発信はローカル局に期待される大きな役割の１つである。実際，各局はその開局時に地域情報の
発信を通じた地域社会への貢献や地域性の実現を謳っていた。しかし，「キー局の番組を放送したほうが収益に
つながる」という側面があり，それらの番組の放送が優先され，地域性が見えにくくなっている局もある。そうし
た実態に批判的な見方も出ているが，経済規模の小さい地域の民放ローカル局には自社番組の制作は費用の問
題も含めて負担が大きいという面もある。

こうした中，自社制作の地域ドキュメンタリーを月に数回ゴールデンタイムに放送し，視聴率・収益のいずれに
おいても実績をあげる局が出てきた。また，これまで報道されてきた社会問題について，異なる角度から光を当
てて，知られざる実像を描いたドキュメンタリーを制作し，映画化による劇場公開で全国に発信する局も話題と
なっている。さらに，地元の素材を生かした自社番組を制作して，国内外へ販売する事業を軌道に乗せ，他の
民放ローカル局からそのノウハウが注目されるようになった局も出ている。

これらの局に共通するのは，地域情報の発信，つまり地域性に回帰しているという点である。今回取り上げた
3局は取り組みは異なるが，東京中心の番組作りから脱却して，各局独自の番組作りを実践し，テレビ離れが進
むといわれるこの時代に，新たなテレビの可能性を示している。
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放送は水曜日だが毎週ではない。月2 ～ 3
回の1時間，19 ～ 22時のいわゆるゴールデ
ンタイムに地元発のドキュメンタリーを発信
している。営業面から見れば，キー局の番組
を放送したほうが収益は上がる可能性が高い
が，あえて地域番組にこだわった。この方針
は番組スタート1年前に就任した原憲一社長

（写真2）が決めた。ゴールデンタイムに地元
発のドキュメンタリーを放送するという，一
見，無謀にも思える挑戦に，キー局の関係者
は「お前は民放経営を分かっていない。やめ
ろ」ときつく警告したという。しかし，原社
長は方針を変えなかった。

確保している。本研究は，地域性に富む番組
作りに積極的な民放ローカル局の取り組みを
事例として取り上げ，民放ローカル局の地域
性と可能性を問い直すことが主な目的であ
る。なお，以下の本文中のローカル局は民放
ローカル局のことを指す。主な構成は以下の
通りである。

はじめに

1.ゴールデンタイムに地元ドキュメンタリー
　～山陽放送～

2.映画化で全国公開～東海テレビ～

3.国内外への番組販売とNet6
　～ KBS京都～

4.考察

 1. ゴールデンタイムに
　 地元ドキュメンタリー

～山陽放送～

1）相次ぐ受賞

2016年，山陽放送の番組に2つの賞が贈ら
れた。放送批評懇談会のギャラクシー賞報道
活動部門大賞と，「地方の時代」映像祭グラ
ンプリである。いずれも優れたテレビ番組な
どに贈られる。

賞が贈られたのは前者がドキュメンタリー
番組枠『メッセージ』。後者は『メッセージ』
で16年3月に放送した『島の命を見つめて～
豊島の看護師・うたさん～』（写真1）である。
『メッセージ』は同社の看板ドキュメンタ

リー番組で12年4月から放送が始まった。主
に地元・岡山と隣接する香川の2県の話題や
ニュースを扱う 1）。

写真 1　『島の命を見つめて～豊島の看護師・うたさん～』
（山陽放送提供）

写真 2　山陽放送の原憲一社長
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視聴率は放送開始当初の12年は平均3％。
キー局の番組を受けているほうが高かった可
能性もある。しかし翌13年は3.7％，14年には
4.2％となった。15年は4.8％，16年は4.9％と
徐々に上がってきている。そして，前述した16
年放送の『島の命を見つめて～豊島の看護師・
うたさん～』が「地方の時代」映像祭グランプ
リに輝き，ギャラクシー賞，文化庁芸術祭のテ
レビ・ドキュメンタリー部門の優秀賞にも選ば
れた。

番組の舞台は香川県土
との

庄
しょう

町の豊
て

島
しま

。1970
年代から2000年ごろまでは産業廃棄物の不
法投棄の舞台として知られた島だ。『二十四
の瞳』の舞台となった小豆島の西に位置する
瀬戸内海国立公園にある風光明美な島である
にもかかわらず，一時は「ゴミの島」という
汚名を着せられた。

豊島では，不法投棄された産業廃棄物の処
理が粛々と進む一方で過疎と高齢化が深刻化
している。番組は，常勤の医師がいないこの
島の診療所で，孤軍奮闘しながら，住民の健
康を支える看護師の小澤詠

うた

子
こ

さん（15年の
撮影時36歳）にカメラを向けた。島では日常
的に高齢者が亡くなっていく。小澤さんは

「みんなは，生きあってもいるが，死にあっ
てもいる」と漏らす。番組は，小澤さんの日
常を追いながら，数人の高齢者の最期を克明
に描き出した。そのうちの一人が，産業廃棄
物の不法投棄に反対する住民運動の先頭に
立った児島晴敏さんである。13年8月に他界
した。

2）豊島を長期間にわたって見つめ続ける

山陽放送は児島さんが登場するドキュメン
タリーを過去に数回，放送している。その

1 つが『豊かの島のゴミ騒動』である（1991
年の「地方の時代」映像祭のグランプリを受
賞）。番組では運動の先頭に立つ児島さんが
映し出される。

豊島にある産廃不法投棄問題の資料館の年
表には，山陽放送が取り上げた番組などが記
されている。豊島出身で香川県議を務めた石
井亨さんは，「他の新聞社，放送局が豊島の
産廃不法投棄問題を取り上げてくれなかった
時も，山陽放送だけは取り上げてくれた」と
話す。

一連の報道で山陽放送は，豊島の公害調停
の弁護団長を務めた元日本弁護士連合会会
長・中坊公平とともに，97年に菊池寛賞に輝 
いた。ローカル局の受賞はこれまで山陽放送
が唯一である。
『島の命を見つめて～豊島の看護師・うた

さん～』は，『豊かの島のゴミ騒動』の続編と
もいえる。豊島では，高齢化率が，91年の
30％から2015年には49.9％に達し，不法投棄
反対運動の先頭に立った児島さんら住民の高
齢化が急速に進んでいた。『島の命を見つめ
て～』を取材制作した武田博志ディレクター

写真 3　武田博志ディレクター
（現・営業部）
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（現・営業部）（写真3）は，「年代もテーマも
異なるが，豊島を舞台にした続編。岡山・
香川で起きている問題で，全国でも共通する
問題を取り上げたいと考えていた。それが過
疎・高齢化だ」という。産廃不法投棄問題の
ドキュメンタリー同様，人物に焦点を当てた
丁寧な取材姿勢が貫かれている。

 
3）地域へのこだわりを

スポンサー企業も評価

ゴールデン枠でのドキュメンタリーにこだ
わる原社長は，1970年に山陽放送にアナウン
サーとして入社した。ラジオのディレクター，
記者を経て，90年から93年までJNNカイロ支 
局長として赴任，湾岸戦争の報道に携わり，
その後，TBS『報道特集』のキャスターを務
めた。系列ローカル局から『報道特集』のキャ
スター抜擢は初めてだった。しかし，原社長
は95年，岡山に戻った。「特派員やキー局の
キャスターとしてやり残したことはなかった
のか」という問いに，「中東の特派員をやった
から，次はワシントン特派員になりたい，と
いう人は確かにいる。そういう人はローカル
には戻れない。私はそういう希望は全然な
かった。『報道特集』のキャスターの時も，
ローカルネタばかり取り上げた。ローカルは
ネタの宝庫」という。

原社長によると，『メッセージ』の原型は
80年代後半に山陽放送が制作したドキュメ
ンタリー番組の『RSK特集』だという。「ゴー
ルデンで放送したが，制作費が回収できず，
営業面で持たなかった。しかし，デイリーの
ストレートニュースでは日常の生活，課題は
残せない。日常はドキュメンタリーでしか残
せない」。

キー局の関係者からの「民放経営を分かっ
ていない」という警告については，「ローカ
ルの生活，課題を地元の視聴者に伝えるのだ
から，地元の方々が見られない時間帯に放送
しても意味がない」。

原社長の念頭にはTBSの『報道特集』の
視聴率があった。当時の『報道特集』の視
聴率は5 ～ 6％ぐらいだったという。「二桁
の視聴率は視聴者に迎合しないと出せない。

『メッセージ』も『報道特集』と同じぐらいの
数字がとれればいいと思っている」。スポン
サーは地元の6 ～ 7社。今後は6％の視聴率
を目指す。

営業的な見方では，ゴールデンタイムは
キー局の番組を放送したほうが収益につなが
るという意見もある。しかし，2016年に営業
に異動した武田氏は，「私が現在，担当して
いる企業が『メッセージ』のスポンサー。ス
ポンサー側からは，地域性の高い番組を放送
していることで，企業の対外的な信頼度が高
まっていると評価されている」という。

さらに「営業をやっているとネタを見つ
けやすい」といい，異動後も後任のディレク
ターらにその都度，ネタを伝えている。

4）テレビの将来性にかける

原社長や武田氏の言葉からは「地域放送を
伝えている」という矜持が伝わってくる。

ここで，山陽放送の歴史を見てみたい。
1953年10月，全国で21番目の民放ラジオ局
として開局した。その後，テレビは58年6月
に全国で7番目の民放テレビ局として開局し
た。これは東京，大阪，名古屋，福岡といっ
た大都市圏の民放を除けば，最も早い。

なぜ，テレビの開局が早かったのか。同社
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の『山陽放送二十五年史』によると，NHK
大阪放送局がテレビ放送を開始した54年夏
に，岡山市内でテレビの受像実験があった。

「大きなアンテナを立てて受像を試みた。当
社からも数人がこのいわば公開実験に参加し
たが，大変なノイズ（雑音）の中で，甲子園
の高校野球中継をとらえることができた」2）

と記されている。
こうした動きは大阪での民放テレビ開局で

さらに活発になる。56年12月に大阪テレビ
放送（OTV〈現・朝日放送〉）が放送を開始
した。「岡山市内の受像機台数は五百台を突
破し，大きなテレビアンテナが大阪方向に向
いて林立するようになった。（中略）それが
林立する光景からは，費用などいとわない熱
気さえ感じられるのであった」3）とある。

NHK岡山放送局のテレビ放送開始が57年
12月。その開局前に，岡山の人々は，NHK
大阪放送局のテレビ放送だけでなく，大阪の
民放を何とか見ようとしていた。すでにNHK
だけでは飽き足らない視聴者が大勢いたこと
を示している。テレビの放送開始直後，新橋
など東京都心部に設置された街頭テレビに多
くの人々が見入っていた話は有名だが，地方
では，大都市の方角にアンテナを向けて，番
組を受像しようと試みる人々がいたのだ。

この時，民放ラジオは開局して数年しか
たっていなかった。『山陽放送二十五年史』
は，当時のローカル民放が直面した課題を率
直に記している。「当時，民間放送地方局の
経営状態は，創業期の危機をようやく脱して
一応の安定期へ向っていた。それだけにこの
時期におけるテレビの出現という新事態は，
多くの地方局の経営者を困惑させることに
なった。それというのも，テレビ事業には莫

大な経費がかかるが，高価な受像機の普及に
は相当の日数を見なければならない，と考え
られていたからである」4）。

ラジオの経営がようやく軌道に乗ったのも
束の間，テレビという未知の媒体が現れた。
結果的に，山陽放送はテレビの将来性にかけ
た。「アメリカの実情からみても，テレビの
媒体価値はラジオを上回ることが想定され
た。（中略）一日でも早く実現することが地
域社会のためにもなり，さらに，経営的にも
将来必ずプラスになると確信された。この確
信のもとに，当社のテレビ早期開局の決断は
下された」5）。

50年代後半に地方でテレビという未知の
媒体に対して，どのような期待感が持たれて
いたかが具体的に伝わってくる。さらにロー
カルラジオ局がラテ兼営局にいかに転換して
いったかが把握できる貴重な記述である。

5）全国で初めてライブラリーを一般公開

大都市圏以外のローカル民放としては初の
テレビ開局という先取の精神は，今も同社に
受け継がれている。その1つが2015年4月に
開設した「岡山映像ライブラリーセンター」
だ。同社制作の番組やフィルムなど55年分
を保管，その一部を一般公開している。民放
が自社で保管する映像，番組を一般に公開す
るのは全国初で，現在もここだけである。

責任者で同社編成部の小松原貢氏による
と，終戦直後の岡山県内の様子を映したカ
ラーフィルムは，戦後，岡山に駐留した米軍
の関係者から小松原氏自身が「渡米して譲り
受けた」という。このほか，岡山市に孤児院を 
開設した社会事業家の石井十次の1905年当時 
の映像も所蔵されている。いずれも，岡山の
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文化・歴史を記録した貴重な資料で，民放 
ローカル局が積極的に収集，公開するのは大
変意義深い。小松原氏は「番組の公開につ
いては，消極的な意見もありました。TBSが
取材ビデオを見せたことがきっかけでオウム真 
理教による坂本弁護士一家事件が起きたとい
うこともあります。しかし，大局的に見て，公
開は地元の役に立つと考えています」と話して
いる。

6）地域とともに生きる

「番組の向上にはあらゆる犠牲を惜しまず，
県民に親しまれる放送の実施に努力したい」。
どこのローカル局も掲げているようなお題目
にも見える。しかし，その言葉は「創業当時，
谷口社長が口ぐせのように繰り返した」もの
だという 6）。

開局から60年余り。原社長は創業の精神
を「空念仏にしない」と語る。菊池寛賞から
2016年の受賞ラッシュ，さらにライブラリー
センターの一般公開など，同社は今も創業の
精神を受け継ぎ，番組の向上に取り組んでい
る。その取り組みの成果は収益面でも出てい
る。民放連が発行している『日本民間放送
年鑑』によると，同社の純利益は ▽ 11年度が
5億7,000万円， ▽ 12年度が 4 億7,000万円，

▽ 13年度が 7 億3,000万円， ▽ 14年度が 8 億
9,600万円， ▽ 15年度が8億5,700万円と，順
調に推移している。

原社長は「これだけ利益があれば，会社の
維持は可能。利益を9億円に伸ばすより，地
域の多くの方々に，ともに生きている会社だ
と思われるほうが大切」と言い切る。同社は
今，『島の命を見つめて』の映画化，劇場公
開も検討しているという。

 2. 映画化で全国公開 ～東海テレビ～

1）ドキュメンタリーを次々に映画化

東京都中野区にある映画館「ポレポレ東中
野」で2016年10月末から11月末にかけて，
東海テレビが制作したドキュメンタリー 22
本が上映された。期間中約3,000人が鑑賞し，
稼働率は50％に上った。ポレポレ東中野に
よると，「好評だったので，上映期間を1週
間延長した」という。

東海テレビ制作のドキュメンタリーは当初，
放送のみだったが，10年放送の『平成ジレン
マ』（写真4）以降，映画化されている。

同社のドキュメンタリーの責任者は阿武野
勝彦氏（現・報道局専門局長）（写真5）であ
る。「放送だと，東海3県の視聴者しか見ら
れない。しかし，映画にすれば全国の人に見
てもらえる」という。映画化された番組はい
ずれも，同社の電波が届く愛知，三重，岐阜
の3県，いわゆる中京広域圏では放送されて
も，全国放送や他地域で放送されることは
めったにない。販売用のDVD化もしていな
いことから，レンタル店で借りることもでき
ない。映画化して全国公開すれば，より多く

写真4　『平成ジレンマ』
（東海テレビ提供）
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の人たちに番組を見てもらえるとともに，収
益につながる可能性がある。

 
2）異なる視点から

阿武野氏は1981年にアナウンサーとして
入社し，記者を経て営業へ異動。業務部長を
経て2002年に報道制作局部長となり，報道
の現場に戻った。ドキュメンタリーの制作は
88年から始めた。

同社制作のドキュメンタリーに共通するの
がゆっくり，じっくり撮るという手法だ。言
い換えるなら，「日常を記録する」。阿武野氏
によると，ドキュメンタリーの取材対象とし
た時点で，「特別なことを撮ろうとしない」
という。取材者が頻繁に現場に通って，その
場に居合わせた日常を収める。それが従来あ
りがちなドキュメンタリーとは異なる視点を
開示することにつながっている。

阿武野氏はそうして，時代に安易に迎合せ
ず，社会に広がる考え方とは異なる視点か
ら，話題作を次々と打ち出してきた。その1
つが『平成ジレンマ』だ。舞台は東海テレビ
の地元，愛知県美浜町。80年代に全国的に

有名になった戸塚ヨットスクールの現在を取
材し，10年に放送した。同スクールはかつ
て，家庭内暴力や登校拒否などの問題を抱え
る青少年の受け皿として知られた。しかし，
東海テレビが取材した09年当時，訓練生の
半数は20歳以上で引きこもりやニートが多
くなっていたという。

80年代初めまで，戸塚ヨットスクールは，
戸塚宏校長やコーチによる鉄拳制裁，つま
り体罰による指導が当たり前とされていた。

『平成ジレンマ』では，東海テレビが当時 
取材した体罰の映像も使われている。81年
の映像ではコーチが訓練生の首をつかみ，幾
度も海面に無理やり浸ける。苦しがる訓練生
は中学生ぐらいに見える。

戸塚ヨットスクールでは80年から82年に
かけて訓練生が死亡したり行方不明になった
りした。これを受けて，愛知県警が83年に

「行き過ぎた体罰が原因」だとして戸塚校長
とコーチを傷害致死や監禁致死などの容疑で
逮捕した。これが「戸塚ヨットスクール事件」
である。戸塚校長は92年の1審判決で執行猶
予付きの懲役3年の刑が言い渡されたが，2
審からは実刑判決となり，02年に最高裁で
上告が棄却され6年の実刑判決が確定した。

事件前，戸塚ヨットスクールは家庭内暴力
や登校拒否などの問題を持つ青少年の指導に
実績を上げているとして，肯定的に取り上げ
るマスコミもあった 7）。しかし，訓練生の死
亡や戸塚校長らの逮捕を契機に世論は一変
し，“戸塚校長とコーチは悪人”というイメー
ジが定着した。
『平成ジレンマ』では，81年に入校した元

訓練生で，取材当時40代半ばを迎えた名古屋
市内の男性のインタビューに成功している。

写真 5　東海テレビの
阿武野勝彦報道局専門局長
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男性は入校時中学3年生で，シンナーを吸引
したり，喫煙したりするような生活を送って
いた。そして，同年の大晦日，母親に依頼さ
れた2人の戸塚ヨットスクールのコーチに強
引に車に乗せられ，同スクールに入校させら
れた。当時，男性は「ここに連れてこられた
のは，母親が依頼したから。自分は捨てられ
たのだ」8）と母親に対する憎しみがわいてき
たという。

しかし，苦しいヨットの訓練や体罰に1か
月ほど耐えるうち，気持ちに変化が表れ始め
た。「叩かれて苦しかった時，ふと母親のこと
を考えた。言うことを聞かずにやってきた自
分を，こんな所に入れなければならないくら
い，悩んでいたのかと思った。申し訳なかっ
たという気持ちになった」9）という。さらに

「外から見ると叩かれることはとても痛々しい
し，可哀想だと思うかもしれませんが，叩か
れたりすることで，自分のことを反省したり，
母親に申し訳なかったという気持ちにもなっ
た。僕はすごく良い体験をさせてもらったと，
いまは思っています」10）と振り返っている。

男性は入校から3か月後，拒否していた高
校進学を決意し，戸塚校長から卒業を許可さ
れた。男性は現在，会社を経営している。

戸塚校長の逮捕後，以前のようにヨットス
クールを肯定的に評価するマスコミの報道
は，ほとんどなくなり，体罰＝暴力，戸塚校
長とコーチ＝悪人という“構図”の報道が固
まっていた。この男性のように戸塚ヨットス
クールの体罰による指導を肯定的に伝えるメ
ディアは，皆無だった。

実は戸塚ヨットスクールは，『スパルタの
海』11）を原作に83年に映画化された。しかし，
作品の上映前の同年6月に戸塚校長らが逮捕

され，抗議の声が上がり，上映は中止となっ
た 12）。戸塚ヨットスクールを肯定的に映像化
することは，上映中止に追い込まれた『スパ
ルタの海』の轍を踏む可能性があったかもし
れない。東海テレビは放送局として，危険と
もいえるテーマに躊躇はなかったのだろうか。

阿武野氏は放送前，「『体罰賛美に加担する
けしからん制作者』と，激しく非難されるこ
とを予想していた」13）。

しかし，結果は，阿武野氏の予想とは違っ
ていた。

番組でナレーターを務めた歌舞伎役者の中
村獅童さんは次のような感想を述べている。

「戸塚ヨットスクールがニュース，ワイド
ショーで取り上げられたのは小学生のころ。
テレビで戸塚校長の顔を見る度に，“悪い人”
と子供ながらにそう思いました」14）。

しかし，『平成ジレンマ』を見て，戸塚ヨッ
トスクールや戸塚校長に対する見方が変わっ
たという。「この番組は，今までとは違った
角度から焦点をあてています。スクールの中
の大変さ，戸塚校長の考えていること。マス
コミの報道が過熱していた当時，言いたいこ
とは山ほどあったのではないかと思います。

『戸塚ヨットスクール』…。今まで抱いてい
た印象とは変わりました」15）。

東海テレビのウェブサイトには，視聴者か
らの次のような感想が載せられている。
「スクールの近くに居住しています。近い

のに，今まで，スクールの実態を知りません
でした。マスコミ報道での情報しかありませ
んでしたが，番組を視聴して，心の中に何と
もいえない気持ちを抱きました。戸塚さんは
個性的な方なので，誤解を招くような言動を
しますが，小学生の子を持つ親として，普段
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感じている事を戸塚さんが言われていたの
で，何とかしないといけないと思いました。
深く考えさせられる番組でした」16）

阿武野氏は番組内容が「東海地方の人たち
の胸の奥に届いたと実感した」17）という。さ
らに「テレビの向こう側の冷静で豊かな想像
力に，反省しきりだった」18）という。

暴力の象徴のように見られていた戸塚校長
とコーチの実像を引き出したのは，東海テレ
ビの冷静な視点と取材力だった。その取材姿
勢は『平成ジレンマ』の前から同社で培われ
ていた。次節以降でさらに詳しく見てみる。

3）「不寛容の時代の豊かな言論空間」

東海テレビのドキュメンタリー番組で放送
前に“リスク”が懸念された作品は，ほかに
もある。2008年の『光と影〜光市母子殺害事
件 弁護団の300日〜』である。山口県光市で
起きた事件で被告人側，つまり加害者側の弁
護団に焦点を当てた。

事件は1999年に山口県で発生した。一見，
東海地方とは全く関係がない。しかし，冤罪
の可能性が高いとして東海テレビが取材した
名張毒ぶどう酒事件の担当弁護士の一人が光
市母子殺害事件弁護団に加わっていたため，
東海テレビと事件がつながった 19）。

阿武野氏は「弁護士の職業倫理」という番
組企画で社内稟議を通し，控訴審の舞台と
なった広島高等裁判所などの取材を重ねた。

当時，光市母子殺害事件弁護団に対して，
感情的な世論が広がっていた。そうした世論
を背景に，東海テレビの当時の社長は放送に
反対した。

番組化はいったん，暗礁に乗り上げるかに
思われた。阿武野氏は会社を辞める覚悟を決

めたという。ところが，このタイミングで阿
武野氏に意外な援軍が現れた。光市母子殺害
事件の差戻控訴審の放送のあり方を検証して
いたBPO放送倫理検証委員会である。

同委は08年4月，NHKと在京キー 5局に対
して，「他局でやっているから自局でもやる， 
さらに輪をかけて大袈裟にやる，という『集
団的過剰同調番組』ともいうべき傾向がな
かっただろうか」と疑問を投げかけ，憂慮を
表明した 20）。その上で「ある地方放送局の取
材クルーが弁護団の了解のもと，弁護団の側
から差戻控訴審の過程を取材していることを
仄聞した。それがどのような取材であり，ど
んな番組になるのかは不明だが，これも真実
にアプローチするひとつの方法であろう」と
記した 21）。この「地方放送局」こそが東海テ
レビだった。

同委のこの言及で，東海テレビ内での風向
きが「ガラッと変わった」（阿武野氏）。阿武
野氏は「BPOが審議していることも知らな
かった。まさか，番組がBPOに後押しされ
るなんて」と振り返る。

最新のドキュメンタリーに言及してウェブ
サイト上で阿武野氏は次のように記した。
「ドキュメンタリーを制作・放送する時に，

大切に思っていることを書きます。世の中に
は多様な考え方があり，それらを認め合うこ
とだと思います。現代は，異質なものを激し
く排除し，不寛容の時代だと言われますが，
私たちは豊かな言論空間を作り上げていくこ
とを心掛けたいと思っています。今回の番組
に込めたメッセージも，そうしたことを根っ
子に結実させたものです」22）

阿武野氏がプロデュースした作品には，こ
うした考えが貫かれている。
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4）ローカル各局の
　  戦争ドキュメンタリーを放送

東海テレビのドキュメンタリーを書籍化し
た岩波書店の渡辺勝之氏は，同社のドキュメ
ンタリー制作には3つのターニングポイント
があったという。その1つは1970年に制作し
た『あやまち― 一九七〇夏　四日市』。四日
市ぜんそくで知られた同市の公害を詩人・石
垣りんの詩とともに描いた。同社制作のド
キュメンタリーはこの時以来「太い幹となり，
根をはった」と渡辺氏は指摘する。2つ目が前
述した『平成ジレンマ』の劇場公開。そして，
3つ目が『戦後70年 樹木希林ドキュメンタ
リーの旅』の放送である。同社を含め，関西
テレビ，テレビ長崎，長野放送，沖縄テレビ
の全国5つのローカル局が制作した戦争体験
についてのドキュメンタリーを，2015年9月
から10月にかけてシリーズで放送，さらに女
優の樹木希林さんが番組に関連のある場所を
訪れ，ゲストと対談するというパートも加え
た。関東地区では放送されなかったが，16年
6月に早稲田大学で上映会が開かれ，樹木希
林さんもトークセッションに参加した。

渡辺氏は「東海テレビが各局を取りまとめ，
キー局のような役割を果たした。民放ローカ
ル局としては画期的なこと」と評価する。

5）相次ぐローカル局番組の映画化

ローカル局が制作したドキュメンタリー番
組を映画化する動きは，各局の放送対象地域
を越えて番組を視聴する機会を提供できるこ
とから，ここ数年，各局の情報発信の1つの
形態となりつつあるといってもいいだろう。

表1は民放各局が制作し，放送したドキュ
メンタリーのうち，映画化され，劇場公開さ

れた作品である。2011年以降の制作で20作
品を超え，ほとんどがローカル局の制作であ
る。

このほかに，独立局が共同制作したドラマ
をベースに，映画化する例もある。ドキュメ
ンタリーとは異なるものの，キー局がほとん
ど関わっていないという点は共通している。

表にまとめた25のドキュメンタリー映画
のうち，10が東海テレビのドキュメンタリー
である。そして，そのほとんどが東海テレビ
の地元の題材を取り上げたものだ。阿武野氏
は「ふるさとを強く意識しないと地元局には
なれない」という。「テレビは地域に根ざし
たメディアである。東京エリアにいると，テ
レビ局を身近に感じることはない。しかし，
地方局を持つ地域で生活してみれば分かる。
テレビは人々を近くに感じていなくては生き
ていけない。そして地域は，テレビマンに一
点を凝視することで時代を見渡す眼を持ち得
ることを教えてくれる」23）。東海テレビのド
キュメンタリーを見れば，阿武野氏が言わん
としていることが伝わってくる。

東海テレビ制作のドキュメンタリーのう
ち，最も興行的に成功しているのが，16年
制作の『人生フルーツ』である。東海テレビ
の地元，愛知県春日井市に住む老夫婦が主人
公だ。これまでに同社が制作してきた司法シ
リーズなどの社会派のドキュメンタリーと異
なり，仲睦まじい老夫婦の日常が描かれてい
る。元気だった夫が先立つシーンも描かれ，
余韻が残る作品となっている。

17年1月の公開から4か月余りで全国の映
画館に11万人が足を運んだ。興行収入は1億
3,000万円で，秋までのロングランが予定さ
れている。
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ドキュメンタリー番組の映画化は，ローカ
ル局の重要な経営戦略の1つになる可能性が
ある。

 3. 国内外への番組販売と Net6　
    ～ KBS 京都〜

1）番販による収益増で注目を集める
　  KBS京都

ここからは，独立局のKBS京都放送につ

いて取り上げる。同社は，戦後最大の経済事
件といわれるイトマン事件 24）に巻き込まれる
形で1994年に会社更生法の適用を申請し，経
営破たんした。このため，放送局の中では特
異な存在と見られがちだ。しかし，長引く地
方経済の低迷や，放送の常時同時送信の検討
などを背景に，ローカル各局の間では自社番
組の制作や国内外への販売に力を入れて収益
を上げようとする動きが目立っており，その
ノウハウを持つ局として，KBS京都が注目さ

表 1　映画化された民放各局の主なドキュメンタリー

※グループ現代の川井田博幸氏と岩波書店の渡辺勝之氏に取材し作成。放送時期と映画公開時期は異なる作品もある

公開年 タイトル 局名 備考

2011
平成ジレンマ 東海テレビ 書籍化
青空どろぼう 東海テレビ
笑ってさよなら ～四畳半 下請け工場の日々～ 中部日本放送

2012

死刑弁護人 東海テレビ 関連書籍あり
放射線を浴びたX年後 南海放送 書籍化
長良川ド根性 東海テレビ
生き抜く　南三陸町 人々の一年 毎日放送 『受け継ぐ』『おらほの町』は続編

2013
約束 名張毒ぶどう酒事件 死刑囚の生涯 東海テレビ 書籍化
標的の村 琉球朝日放送
和ちゃんとオレ テレビ東京

2014

ホームレス理事長 退学球児再生計画 東海テレビ
僕がジョンと呼ばれるまで 仙台放送
夢は牛のお医者さん テレビ新潟 書籍化
神宮希林 わたしの神様 東海テレビ
坑道の記憶 ～炭坑絵師・山本作兵衛～ RKB毎日放送

2015
みんなの学校 関西テレビ
放射線を浴びたX年後2 南海放送

2016

ヤクザと憲法 東海テレビ 書籍化
ふたりの死刑囚 東海テレビ
ふたりの桃源郷 山口放送
五島のトラさん テレビ長崎
クワイ河に虹をかけた男 瀬戸内海放送 関連書籍あり
いしぶみ 広島テレビ 1969年版のリメイク　書籍化

2017
人生フルーツ 東海テレビ 関連書籍あり
抗い 記録作家　林えいだい RKB毎日放送
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れている。  
同社は20年以上前に会社更生法の適用の

申請という存亡の危機に瀕したため，ローカ
ル各局が今，懸命に取り組んでいることを会
社の再建を通じて先取りしてきた側面があ
る。それは京都の文化・歴史という地域性を
最大限，番組化していく試みだった。

KBS京都が販売に力を入れている番組があ
る。それは『舞妓みらくる』で文字通り，花
街の現役の舞妓さんが出演する。尺は5分だ
が，CMを除くと3分余りのミニ番組だ。同
局が得意とする“京都コンテンツ”の 1 つで
ある。舞妓さんが出演する番組では『ふく苗
のひみつの京都』（写真6）という15分の番組
も，2016年9月まで約1年間放送した。KBS
京都はこうした番組を，これまで独立局はも
ちろん，キー局の系列にある民放ローカル局

（以下，系列ローカル局）にも販売してきた。
いずれも，舞妓さんが京都の名所や味覚を紹
介，さらに花街の世界を京言葉でさりげなく
伝える。一言でいえば京都らしさがあふれて
いる。これらの番組を16年10月に東京で開
かれた国際見本市のTIFFCOM 25）にも出品，
インドネシアやマレーシア，台湾など10以
上の国と地域への販売がまとまった。

KBS京都は古都の地域性を生かした番組
を制作，放送し，コンテンツ販売にも力を入
れる京都御所蛤御門前の局である。風流な雰
囲気とは裏腹に，先述した通り，90年代に
存亡の危機に瀕した。94 年9月に会社更生法
の適用を京都地裁に申し立て，約110 億円の
負債を抱えて経営破たんした。約50 億円に
圧縮された債務の弁済を終えたのは2015 年
10月。21年の歳月をかけての再建だった。

2）準キー局からの事実上の“独立”
     ～“郷土テレビ”として開局～

同社は1951年12月，日本で5番目の民放
ラジオ局として開局した。設立したのは京都
新聞社社長だった白石古京（写真7）である。
テレビは，在阪の準キー局からおよそ10年
遅れる69年4月に独立UHF局として開局し
た。テレビの開局に至るまでには紆余曲折が
あった。

民放連の資料や京都放送（KBS京都の前
身）が資本参加した関西テレビの社史による
と，54年，京都放送はテレビ局開設を申請し
ていたが認められず，56年に改めて神戸放送

写真 6　『ふく苗のひみつの京都』
（KBS 京都提供）

（京都新聞社提供）
写真 7　KBS京都を設立した白石古京
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＝現・ラジオ関西（サンテレビジョンの母体）
と合同で「近畿テレビ」の設立を申請した。
時を同じくして，産経新聞が「関西テレビジョ
ン放送」の設立を申請，後に京阪神急行電
鉄（現・阪急阪神ホールディングス）がこれに
加わった。当時の郵政省の一本化へ向けた
指導もあり，京都放送，神戸放送，産経新
聞，京阪神急行電鉄が大同団結する形で57
年，「大関西テレビジョン放送」の設立を申請
し，翌58年に関西テレビ放送株式会社に社
名変更し，同年11月に開局した。

これに伴い白石は関西テレビの副社長にも
就任した。その後10年余り，京都放送によ
るテレビ開局まで白石はテレビという媒体の
可能性を探っていた。

関西テレビ開局時にディレクターとして入
社した加藤哲夫氏 26）はこのころ，毎週1回，
同社に出社する白石から開局間もない同社の
現状について報告を求められたという。加藤
氏は，「発足当初の関西テレビはスポンサー
もつかず苦戦していた。当時，テレビが成功
すると思っていた人は少なかった。しかしそ
の後，黒字化し右肩上がりとなったことか
ら，テレビは儲かると思ったようだ。白石さ
んは新聞，ラジオを持っていたので，京都の
情報を伝えるテレビも当然，持ちたいと思っ
ていた。しかし，テレビを開局しても，東京
のキー局とのつながりがないので，私には無
謀に思えた」と振り返る。

そして，白石は京都放送によるテレビ開局
直後に関西テレビ副社長を退任している。関
西テレビから事実上，独立したような形であ
る。その後の関西テレビを含めた準キー局の
業界内での地位の向上を考えると，とどまる
という選択肢もあったかもしれない。しか

し，白石からは，京都の情報，地域性が大阪
の準キー局では埋没していると見えた。テレ
ビ開局時，白石の挨拶を京都新聞は次のよう
に伝えている。
「地域社会に密着した番組を，出来るだけ

ごらんいただきたいという意味で，まったく
の郷土テレビでございます。さいわい京都，
滋賀地区は世界に誇る伝統と，風景を極めた
宝庫の地でございます。このような郷土の誇
りに目を向け，私どもの創意と工夫によって
当社の独自のプログラムを編成して，みなさ
んのご期待にそいたいと念願しおります」27）

なお，KBS京都のテレビ開局から1か月後
の69年5月に，神戸放送と神戸新聞などを
母体にサンテレビジョンが開局した。同社社
長の田中寛次は白石とともに関西テレビの副
社長を務め，相前後してともに関西テレビを
去った。田中は開局時に次のように述べてい
る。
「私たち四百五十万県民は，長い間兵庫県

独自の地元テレビを持つことができず，他府
県からの電波を見ることを余儀なくされてま
いりました。“雄県兵庫”として全国に県勢
を誇る大県兵庫が，電波の植民地といわれ，
また電波の谷間と呼ばれて難視聴に苦しんで
きた悩み，そして地元に密着しない押しつけ
番組への不満も，やっと解消する日を迎えた
わけであります」28）

解放闘争のリーダーが長年の闘争を経て，
宗主国からの独立を宣言したかのような内容
である。それは裏を返せば，近畿広域の準
キー局の番組に兵庫県が埋没し，地域性が損
なわれていたことを物語っている。それは京
都府も同じ状況だった。
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3）広域圏Ｕ局の厳しい経営環境

地域性を生かし地元に密着したテレビ局と
いえば聞こえはいいが，KBS京都の経営は
関西テレビを経営するようにうまくはいかな
かった。一般的には，イトマン事件がKBS
京都を経営破たんに追い込んだ主因と見られ
ている。しかし，同社は事件前から経営は苦
しかった。民放連が1981年に刊行した『民
間放送三十年史』には，KBS京都を含めた関
東，近畿，それに中京の広域圏に位置する独
立U局について以下の記述がある。
「50年度上期決算についてみると利益（税

引前）が対前期比（49年度下期）でマイナス
となった社は民放テレビ88社中 9 社，その
うち，関東，関西の広域圏U局が 6 社を占
め，黒字は2 社にすぎない。他地区のU局に
はマイナス社は1社もないことを考え合わせ
れば，広域圏U局が置かれた経営環境の厳し
さがうかがえよう」29）

75（昭和50）年度決算でKBS京都は経常
ベースで3億900万円余りの損失を出してい
る 30）。『民間放送三十年史』が指摘した「広
域圏U局が置かれた経営環境の厳しさ」とい
う記述には，間違いなくKBS京都が含まれ
ていた。

4）京都市民に支えられて歩んだ
　  再建への道

KBS京都の会社更生法の適用申請は，経
営側からではなく，未払いの賞与を労働債権
にした労組側が申し立てた。労組は会社更生
法の適用の申請に先立つ，1993年12月から

「京都から放送局の灯を消さない二十万人署
名」運動をスタートさせ，最終的には40万人
を超える署名を集めた。署名は組合員だけで

なく，市民にも呼びかけた。その中には京都
ゆかりの著名人，知識人も含まれている。

歌手の加藤登紀子氏もその一人。94年5月
にはKBS京都のラジオを通じて，次のように 
呼びかけている。
「京都の街からの情報をKBS京都にこれか

らも送り続けてほしい」31）

加藤登紀子氏の呼びかけは，京都の地域性
を伝える民放を存続させようという内容であ
る。市民が放送局の再建に積極的に関わっ
た活動は，98年8月から始まった市民が番組
の枠を買い取って制作に参加する「KBS京
都アクセスクラブ」の礎となっていく。パブ
リックアクセスの実践である。

インターネットが普及し，YouTubeに代表
されるような情報の受け手側が手軽にコンテ
ンツを発信できるような状況が実現する以前，
パブリックアクセスは，視聴者側が番組作
りに参加する貴重な手法として注目された。

府民，市民からの支援は，再建後も同局の
番組制作の姿勢に受け継がれた。2014年ま
で約10年放送された『ふれ愛さんか ─いき
いき福祉─』という15分前後の番組は，民放
としては珍しい福祉番組だった。プロデュー
サーを務めた島津茂誉氏は当時，「KBS京都
は市民に支えられて再建の道を歩んでいる。
だからこそ，市民を支える番組を作る」と制
作意図を口にしていた。この番組を請け負っ
ていたフリーディレクターの高柳保男氏は

「KBS京都には他人の痛みが分かる土壌が
あった」と振り返る。すでに定年を迎えた島
津氏は「制作費がなくてギリギリだった。当
時，大阪の準キー局はあまりいい番組を作っ
ていなかった。だからこそKBS京都で，と
いう思いもあった。高柳さんはしんどいのを
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乗り越えて，やってくれた」と賛辞を贈る。
また，同社はアクセスクラブに先立って放

送フォーラムという催しを毎年，開催してい
る。これはKBS京都の労組が「京都に豊か
な放送文化を求めていこう」とNHKの労組
である日本放送労働組合（日放労）の京都分
会に呼びかけて始まった。

最初の放送フォーラムが開かれたのは88
年で，約50人が参加した。この中で，東 
京大学新聞研究所の高木教典教授が「地域
的課題に応える放送局づくりを」と題して講
演した。高木教授の示唆がその後の同局のユ
ニークな実践につながっている。組合が中心
になって出版した『守った放送の灯　KBS京
都再建への道』には次のように記されている。
「高木の講演の中で披露された放送局の番

組審議会が，市民参加の切り口になることを
受け止めた。その後，市民のためのKBSを
目指す実行委員会に問題提起し，九二年から
KBS京都の番組審議会に市民推薦の委員を
送り込むことになった」32）

通常，各局の番組審議会委員はローカル局
ならそれぞれの地域の有識者で構成する例が
ほとんどである。ところが，同社では，無名
に近い市井の人が委員に名を連ねた。

現在の市民推薦の番組審議会委員は西山祐
子氏（写真8）。地元では，福島第一原発の
事故後に福島市から京都市へ避難し，同市伏
見区でカフェを立ち上げた人物として知られ
る。西山氏は「私自身は福島から避難してき
たから選ばれたのではなく，辛口だから選ば
れたと思っている。番組審議会委員との丁々
発止のやり取りが楽しい。ずっとやりたい」
と話す。

局によっては番組審議会が「形骸化」して

いるという指摘もある 33）。しかし，KBS京
都では今も丁々発止のやり取りが続き，市民
の意見が直接，制作者に届けられている。

5）自社番組の制作と販売　 Net6の結成

KBS京都が破たんした際に管財人を務めた
弁護士の古家野泰也氏は，1995年から2002
年まで代表取締役社長の肩書も持っていた。
古家野氏は社長就任直後から「今のKBSの
番組は見ていてもつまらない。もっと，見
ごたえのある番組を作れ」と編成局に指示 
した。指示を受けた編成局長の細井俊介氏

（現・専務）（写真9）は99年にメディアネット 
局を立ち上げた。番組販売を担う局である。
この決断が，その後のKBS京都のローカル
民放局としての方向性を決めた。

KBS京都やtvk（テレビ神奈川）は文字通
り独立局なので，キー局，準キー局からの番
組配信はない。キー局などの番組も流してい
るが，これは配信ではなく購入である。系列
ローカル局はキー局の番組を放送すること
で，ネットワーク分配金を受け取れるが，独
立局の場合は，同じ番組でも購入して初めて

写真 8　KBS 京都の番組審議会委員を務める
西山祐子氏
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放送できる。経営環境は180度異なる。
このため，番組が不足すれば，テレビショッ

ピング番組を使ってでも時間枠を埋めなけれ
ばならない。しかし，テレビショッピング番
組では番組の制作力はつかず，他局に番組販
売もできない。KBS京都は売れる番組作り 
の道を選んだ。そのけん引役が京都コンテン
ツだった。

冒頭でふれた番組のほか，京都在住の外国
人による京都案内，神社仏閣，京都の食な
ど，地元を題材にした番組が多数，放送され
ている。こうした番組のほとんどは，国内は
もちろん，海外での販売も念頭に制作されて
いる。

KBS京都の海外番販は01年からである。
初めから順調に商談が成立したわけではな
い。実際，最初に海外への番販に成功したの
は京都コンテンツではなかった。

細井氏は「右も左もわからず2001年にカ
ンヌの番組見本市のMIPCOM 34）にいくつか
のコンテンツを抱えて乗り込んだ。そこでア
メリカやインドネシア，マレーシア，台湾な
どに売れたのはホラーコンテンツばかりで京

都コンテンツはさっぱり。当時はKYOTOの
知名度が今ほど高くなかったので，京都コン
テンツといっても反応は鈍かった」と振り返
る。

商談が成立したホラーコンテンツはtvkと
の共作である『十三夜』（写真10）。女優の遠
藤久美子氏と『恐怖新聞』で知られる漫画家
のつのだじろう氏が「怖い話」を紹介し，ホ
ラードラマが続くという内容だった。KBS
京都のコンテンツについて，「京都の歴史あ
る文化があるほかノーベル賞受賞者などの識
者がいるのだから，他の地域より素材に恵ま
れている。地の利がある」という声も聞こえ
る。しかし，最初は京都コンテンツとは縁も
ゆかりもないホラーコンテンツから海外への
番組販売がスタートした。

同社はこの後もtvkなどとともに『連鎖怪談』
『「超」怖い話』などのホラーコンテンツの制
作を続ける。やがてtvk以外の旧独立Ｕ局に
制作の輪が徐々に広がり，旧独立U局の共同
制作機構の「東名阪ネット6」（Net6）の結成
につながっていく 35）。

写真 9　KBS京都の細井俊介専務

（KBS 京都提供）

写真 10　最初に海外に販売した番組『十三夜』
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6）番組制作，販売で他局がノウハウ習得

国は2013年度から放送コンテンツの海外
展開の支援を本格的に始めた。16年度総務
省の放送コンテンツ海外展開助成事業による
助成を受け，放送コンテンツの海外への販路
拡大や訪日外国人旅行者の呼び込みに取り組
んでいるテレビ各局と制作会社，さらにケー
ブルテレビなどの事業者とグループは36に
上る。このうち，地上波ローカル局とそのグ
ループは18で，半数を占めている（表2）。
こうした動きに先駆けて10年以上前から海

外に販路を求め独自に開拓してきたKBS京
都の取り組みは，他局から注目を集めた。

このうち，日本テレビ系列のローカル局の
うち，海外への販売実績が豊富な札幌テレビ
事業局コンテンツ部の菅村峰洋氏は，海外番
販に本格的に乗り出す前の09年のTIFFCOM
で，ブースを構えて海外のバイヤーを前に孤
軍奮闘する細井氏を見ている。「ローカル局で
も海外へ番販ができるのか」と驚いたという。
当時，TIFFCOMでブースを構えているロー
カル局はKBS京都だけだった。菅村氏は，

表 2　総務省の放送コンテンツ海外展開助成事業で助成を受けている事業者（2016年度）
主な地上波民放ローカル局のみ

局名 番組名（一部現地の番組名） 展開国及び地域

札幌テレビ 有一種味道叫北海道 香港

北海道文化放送 Xplorasi in HOKKAIDO & TOHOKU マレーシア

テレビユー福島 絶望からの再起〜医療で世界に羽ばたく福島 ドイツ，タイ

福島テレビ HAPPY ISLAND FUKUSHIMA ベトナム

テレビ新潟 Hello Niigata ／ Our Niigata Journey シンガポール，マレーシア

CBCテレビ 昇龍道之旅 香港

毎日放送 Beauty Tourism to JAPAN ベトナム

朝日放送 かぞくのキズナ宅配便 ベトナム

岡山放送 Majalah3 ／ Pesona OKAYAMA マレーシア

山陰中央テレビジョン Enjoy! Slow Japan! シンガポール，フィリピン

日本海テレビジョン Samud Kojorn タイ

RKB毎日放送 開心遊九州 台湾

大分朝日放送 GENKIful! KYUSHU タイ，台湾，香港

テレビ熊本 
来てください！待ってます！
　〜くまモンと歩む熊本地震からの
　　　　　　　復旧・復興への一歩をインドネシアへ〜

インドネシア，ミャンマー

長崎国際テレビ KIDNAPPING タイ

南日本放送 たけおの鹿児島全力たび！ 特別版 鹿児島編・台湾編 台湾

日本テレビ系列8局※ ベトナム・日本料理交流 ベトナム

山形テレビなど5局※※ The J-POPular Foods  JAPAN SEA ミャンマー

※ STV，RAB，YBC，SDT，YBS，CTV，JRT，FBS の日本テレビ系列 8 局
※※テレビ朝日系列日本海 5 局海外発信コンソーシアム

テレビ局以外の事業者は省略　総務省資料から作成
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「KBS京都に押しかけ，細井さんから海外へ
の番販のイロハを教えてもらった」という 36）。

日本テレビ系列の札幌テレビから見れば，
独立局であるKBS京都は縁もゆかりもな
かった。しかし，菅村氏にとっては，当時，
同系列で海外への番組販売を手がけていた
キー局，準キー局のノウハウは全く参考にな
らなかった。
「当時，ローカル局で海外への番販のノウ

ハウがあるのは，北海道テレビとKBS京都だ
けだった。北海道テレビは『水曜どうでしょ
う』がヒットしていた。同じ北海道内の民放
だから，ライバル意識は当然あった。でも，

『水曜どうでしょう』でブレイクした大泉洋
さんを私たちの札幌テレビで起用しても，全
然うまくいかない。北海道テレビと同じこと
をやってもダメだと思い，海外に販路を求め
た。私にとって，細井さんは師匠」と語る。

こうしたKBS京都の取り組みについて，
tvkで編成局長，取締役などを歴任した関佳
史氏は， 細井氏とともに，KBS京都で管財
人，社長を務めた古家野泰也氏の功績を挙
げる。
「1996年のセミナーで古家野さんは『コン

テンツの二次利用を考えよう』と提唱されて
いた。この時点で自社コンテンツの番組販売
を考えていた。私自身は当時，よく分からな
かったが，後でコンテンツ販売に取り組み，
古家野さんの言っていることが分かった。本
職は弁護士だが，非常に進んだ考えの経営 
者だった。細井さんは古家野さんのアイデア
を現場で発展させた方」と評価している。

7）ドラマから映画の共同制作へ

現在，KBS京都，tvkなどNet6が力を注い 

でいるのが「動物もの」コンテンツの共同制
作である。犬や猫が絡んだドラマ，映画の制
作で，戌年である2006年の『イヌゴエ』が第
1 弾となった。しゃべる犬が狂言回しの30分
ドラマで，共同制作に参加したNet6の各局
で放送，映画版も同年に間に合わせる形で公
開した。ホラーコンテンツ同様，DVDの制
作，販売にもつながった。

その後も動物シリーズは続き，10年の『ね
こタクシー』からは製作委員会方式をとり
Net6の参加局のほか，札幌テレビ，TVQ九
州放送が参加した。
「猫もの」はその後も『猫侍』が13年に作ら 

れ，最新作の『猫忍』が17年1月から放送，
同年5月からは映画が公開されている。

KBS京都が制作に参加した「動物もの」
コンテンツは，いずれも製作委員会方式を
とった。低予算が売りで，しかも参加局を増
やして1局あたりのコストを抑え，映画化，
DVD化による収益も生み出している。

こうした取り組みが功を奏し，KBS京都
の番組販売収入は準キー局，中京広域圏の局
には及ばないものの，それ以外のローカル局
の中ではトップクラスである。

 4. 考察　

大阪市に本社を置く読売テレビでアナウ
ンサーを務めた京都産業大学の脇浜紀子教
授（国際公共政策）は，ローカル局が実現し
たのは「多様性でも地域性でもなく，中央の
作った番組を地域にも等しく供給するという
同報性・同質性であった」37）と指摘している。

また，鳥取県米子市に本社を置くケーブル
テレビ局，中海テレビの高橋孝之副会長は 
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ローカル局について，「独立の免許をもってい
ながら，東京キー局のサテライト局に過ぎなく
なっている」38）と指摘している。つまり，両者
とも「ローカル局が地元の情報を十分に流して
いない」という批判である。

事実，自社制作率が低い民放ローカル局の
経営者の中には，「自社制作番組を流すより，
キー局の番組を流すほうが収益が上がる」と
公の場で発言する人物もいる。その発言から
は，各局の開局時の「地域社会の発展に資す
る」という高邁な理念はほとんど見られな
い。

日本全国で東京都の築地市場の移転問題や
都議会の情報があふれ，それぞれの地元の情
報が市民に届きにくくなっているのではない
か。ローカル局を含めた地域メディアは，全
国メディアが見落としがちな地域社会のさま
ざまな問題・課題を取り上げてこそ，存在意
義がある。しかし，地域メディアの衰退も次
第に顕在化している。放送局ではないが，新
聞では県紙よりカバレッジが狭い地域紙の廃
刊は全国的に珍しくなくなってきた 39）。

2001年以降，都道府県域，広域の地上波
放送局で経営譲渡や閉局に追い込まれた例は
ラジオ単営局が数例あるだけで，テレビ局は
ない 40）。しかし，それは，自社制作番組を流
すより，キー局の番組を流すほうが儲かると
いう構造があるからこそ，新聞のように深刻
化していないだけなのではないだろうか。

山梨放送，山梨日日新聞でアナウンサー，
記者を務めた駒澤大学の深澤弘樹准教授 

（マス・コミュニケーション論）は，ローカル局
の置かれている現状について，次のように警
鐘を鳴らす。
「地方局がデジタル化や景気低迷によって苦

境に立たされていることは間違いない。しか
し，だからといって地域メディアとしての責任
を放棄し，自己保身に走ればキー局の番組を
ただ流すだけになり，地域情報は先細りして
しまう。地方局にとっては今が正念場である。
地方独自の番組手法，東京中心の価値観にと
らわれない番組作りが求められる」41）

3局のそれぞれの地域は情報面で消滅して
いない。さらに収益面でも，各局とも実績を
上げている。これらの事実は，ローカル局，
さらにローカルメディアの1つのモデルとな
り得るかもしれない。

山陽放送の原社長は「取材のメッシュを細
かくして，地域の情報を掘り起こし，全国へ
問題提起していきたい。メッシュを細かくし
ないと“おっちゃん”の話は拾えない」と話
す。“おっちゃん”とは，菊池寛賞を受賞し 
た同社OBの曽根英二氏が取材し続けた岡
山市のろうあ者の男性のことである。“おっ
ちゃん”は600円を事務所から盗んだとして，
1980年9月に逮捕，起訴されたが，ろうあ者
で読み書きができず，手話も通じないこと
から，1 審に7年かかり，公訴が棄却された。
検察が控訴したものの，最終的に癌と診断さ
れ，99年9月に公訴が棄却され，3か月後に
亡くなった。この間，19年にわたって刑事被
告人であり続けたこの男性は，裁判の意味が
ほとんど理解できなかったという。曽根氏は
この問題を「司法制度が抱える問題点」とし
て取材し，TBSを通じて，全国へ問題提起
してきた 42）。

この姿勢は東海テレビにも通じる。阿武野
氏と二人三脚でドキュメンタリーを作ってき
た齊藤潤一氏は，報道の大きな役割につい
て，「社会の壁に苦しんでいる弱者の声を拾
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うこと」と断言する 43）。地元を見つめてこそ
拾える数々の声を同社の看板となったドキュ
メンタリーを通じて全国に届けてきた。

KBS京都は京都コンテンツという形で地
域情報を発信してきた。さらにもう一例，「藤
袴プロジェクト」を紹介したい。

秋の七草のフジバカマは1,000年以上前か
ら京都の街を彩ってきたものの，現在は環境
省から「準絶滅危惧」に指定されている。同
社は「絶滅の危機から救おう」と07年に番組
を通じて呼びかけた。そして，京都府長岡京
市で受け継がれていたフジバカマの原種を社
員らが育成し，京都府内の小中学校や各地域
に鉢で届け，今では府内全域を彩っている。

今回見てきた3つの局は，取り組みは異な
るものの，各局とも深澤氏の指摘する「地方
独自の番組手法，東京中心の価値観にとらわ
れない番組作り」を実践してきた。そして，
経営的にもプラスの方向につなげてきた。そ
の姿はローカル局のあり方を越え，テレビ離
れが進むこの時代に，改めてテレビの可能性
を示している。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

鎌田慧氏は，メディア研究の先駆者の小野
秀雄が1922年に著した『日本新聞発達史』の
記述をもとに，「地域に独自の文化があるか
ぎり，独自な地域新聞を必要とする，といい
換えてもまちがいないようだ。ここには地方
紙の存在理由が明確にしめされている」と述
べている 44）。

鎌田氏の記述の「新聞」を「放送局」に置
き換えることができないだろうか。
「地域に独自の文化があるかぎり，独自な

地域放送局を必要とする」 　
（せきや みちお）
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